
■添乗員／同行します　■食事／朝食2回、昼食2回、夕食2回
■集合場所／羽田空港第1ターミナル　10：00集合予定　
■交通機関／航空機＜日本航空＞中型バス（大島タクシー等）
■ご案内／※天候・道路状況により観光順序を入れ替える場合がございます。
※ 1日目の昼食は、各自でお済ませください。
※ 金作原原生林トレッキングは、多少の雨では催行しますので、雨具を
お忘れずに！中止決定は、当日ガイドと添乗員で判断します。

※ カヌー体験は、ガイドが付いてご案内します。初めてな方も楽しめると思います。

羽田～奄美大島間往復直行便利用！おひとり様でも、お気軽にご参加ください。
世界自然遺産　金作原原生林トレッキングと

雄大なマングローブが広がる奄美大島カヌー体験！ ３日間

奄美リゾ－トばしゃ山村／外観

金作原原生林

ルリカケス

海洋展示館（外観）

金作原原トレッキング

マングローブ　カヌー体験（イメージ）

あやまる岬観光公園

1

羽田空港(11：05発）s〈JAL659便〉s奄美大島空港（13：20着）➡
◎あやまる岬観光公園〈見学〉➡奄美パーク〈奄美の自然、歴史、
文化の展示と画家・●田中一村美術館 約100分〉➡奄美リゾ－ト
ばしゃ山村【泊】 夕食は、ホテルにて 食事：朝×・昼×・夕○

2

ホテル（8：30）➡◎金作原原生林トレッキング【認定ガイドが
ご案内】〈太古の森を彷彿とさせる巨大ヒカゲヘゴが群生、国の
特別天然記念物アマミノクロウサギやルリカケスなどが見
れるかも?トレッキングをお楽しみください。約90分〉➡マングローブ
レストラン〈マグロ丼〉…絶景ポイント：見晴らし台…◎黒潮の森
マングローブにて〈マングローブ原生林を眺めながら●カヌー
体験！ガイド付約2時間〉…◎奄美世界遺産センター〈見学〉➡
奄美市内　ホテルサンディズ奄美【泊】 ※夕食は、ホテルにて、島唄
ライブショーをお楽しみください。 食事：朝○・昼○・夕○

3

ホテル(8：30）➡大浜海浜公園・●海洋展示館〈入場〉➡●大島
紬村〈入場見学〉➡◎浜千鳥館〈焼酎工場見学・買物、昼食は鶏飯
定食〉➡奄美大島空港(14：10発)s〈JAL658便 〉s羽田空港
（16：15着） 食事：朝○・昼○・夕×

旅行期間 2024年9月10日（火）～9月12日（木）
旅行代金

2名様1室利用
（お一人様）164,000円
※1名様1室 追加代金15,000円（2泊）

募集人員 20名様
（最少催行人員12名様）

宿泊ホテル【1泊目】奄美リゾ－トばしゃ山村（和室又は洋室シングル・ツイン）指定はできません。
【2泊目】ホテルサンディズ奄美（洋室シングル・ツイン）

企画

初めてなお客様も楽しめるカヌー体験です。ガイドさんの説明をしても
らい。スタート普段陸からでは見られないような角度から景色を楽しむ
ことができます。鳥の鳴き声が水に反響して聞こえたり、魚の泳ぐ音が間近
に聞こえたりと、水面に近いことでより鮮明に感じることができます。

奄美海洋展示館は、「海と人との共生」を
テーマに、奄美の人びとの暮らしと海との
深い関わりを知ることができる施設です。
奄美の海中地形を模した大水槽ではウミガメ
や熱帯魚がゆったりと泳ぎ、小さめの水槽
では、人々の暮らしになじみの深いエビ・カニ・
貝などの生き物をご覧いただけます。

奄美大島の最北端に位置する、
太平洋につき出した岬。奄美十
景、新鹿児島百景の一つ。こん
もりと丸い地形が綾に織りな
す「まり」に似ていることから、
その名がついたそうです。

奄美大島を代表する亜熱帯の森『金作原原生林』には、まるで恐竜時代を
思わせるような大自然が広がっています。東洋のガラパゴスと称される
ほど豊かな自然が残っている原生林には、高さ10mにも成長するシダ科の
植物「ヒカゲヘゴ」をはじめとする天然の国有林や小動物たちに出会うこと
ができます。金作原原生林散策をしながら、現地ガイドが動植物の生態・
奄美の魅力をたっぷりとお届けします。トレッキング時は、一部ぬかるんだ
場所、木の根がゴツゴツした場所などがあります。トレッキングシューズ
又は、滑り止めがついている運動靴でご参加ください。
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大浜海浜公園・
海洋展示館

あやまる岬観光公園マングローブ原生林をカヌー体験！（約2時間）

金作原原生林をトレッキング！（約90分） 田中一村記念美術館は、奄美の
自然を描いた日本画家田中一村の

コレクションを常設展示している美術館です。奄美の高倉をイメージ
した展示室には、一村の東京時代、千葉時代、奄美時代の作品約80点を
随時展示しており、日本画家田中一村の画業に触れることができます。

田中一村記念美術館

明治41（1908）年、栃木県に生まれる。幼い頃から
画才を発揮し、7歳の時、父の濔吉（号稲村、稲邨）

より「米邨」の号を与えられる昭和33年50歳で単身奄美大島に移住。紬工場で
染色工として働き、蓄えができたら絵を描くという生活を繰り返し、亜熱帯の
植物や動物を描き続け、独特の世界をつくりあげた。
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田中一村記念美術館

スタッフ
提案の旅
吉田 忠史企画

2泊3日

コース番号：11-8042-0036


